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南太平洋の

地質調査

中条純輔(海洋地質都)

§南太平洋へ

南太平洋の島々はしばしば｢地上最後の楽園｣とい

う名で旅行合杜の宣伝文句に登場する.その地上最後

の楽園の海域の地質調査に私は国際協力現業団(JICA)

の派遣専門家として行くことになった.派遣を要請し

たのは国連のESCAPである.この派遣には幾つかの

経緯はあるのだがとにかく私は行くことになった.

太平洋を船で渡ったことが3回ある私も赤道以南の南

太平洋は始めてでもあり土地勘がなく多少の不安はあ

った.例えばトンガの人口･面積も知らなければサ

モアが独立しているかどうかも知らない.ソロモン群

島といえば恐竜のようなニュｰギニアの尻尾の先で戦

記ものに出てくるガダルカナル島しか憶い出せ狂いとい

う認識の程度だった.しかし仕事の目的はマンガン団

塊の調査とかトフア海盆の調査というような私の知識

でこなせそうなものだし作業内容はドレッジとかフ

リｰ･フォｰル･ピストン･コアラやエコｰ･サウン

ダｰのような私の技術で十分達せられそうなものだった.

それで多少の膳踏はあったがこの未知の南の海に出か

ける決心をした.

東京空港を発ったのは1977年8月末だった.暑い目

中がやっと夕刻に凌きやすくなる頃だった.シドニｰ

で乗換えてオｰクランド(ニュｰジランドの北島の北端

で同国最大の都市)に着くと冬の終り頃の冷たい風が

晴れた空と雨に濡れた滑走路に吹渡り咲き始めた木蓮

を見るとここが南半球であることを実感として知らさ

れる.ここまでは詩的なのだが上着をトランクに入

れたまま空港のロッカｰに放り込みホテルでガタガタ

震えるという失態を演じた.出張にはときどきあるこ

とだが日本を発ったときに既にヘトヘトに疲れそれ

に寒さと時差ボケが知った.

翌日はオｰクランドからエア･ニュｰジｰランドのジ

ャンボ機でクック島の首府ラロトンガに向う.青と緑

の中間の色を基調とするこのエアラインに乗ると周りの

人の英語がヤケに難かしい(私はヘタな米語を話す).

東北の旅をすると車中で隣人の言葉が分りにくいカミあ

の感じである.そしてニュｰジｰランドなまりの言葉

を聞くと青と緑の中間の色合いを連想することカミ後々

まで続いた.窓から下を覗くと南太平洋が雲の下に銀

色に拡がっていた.海原はさざ波を立て(たぶん大波

第1図

南太平洋の模式図

太平洋プレｰトとオｰ

ストラリア･フレｰト

の境界にあたり多く

の島弧系がみられる.�



一51一

なのだろう)雲の影の浮ぶ所カミ灰色だった.この海

の上で約40目の調査をするのだと思いつつ眺めると次

第に体の中に灌るように闘志が湧いてくる.

ラロトンガに着いて地面に降り立つと蒸暑い空気が体

を包む.夕暮れで酉の空の茜の残照にヤシのシルエッ

トが募れ残っている.クック島の官房長官S岬弼LL

氏が出迎えに来てくれた.彼は秘以外にも来客があり

忙がしげに私の入国手続をしてくれた.せかせかとエ

ア･ニュｰジｰランドの貴賓室に私を案内するとエア

ホステスに“ドクタｰ･チュｰジョｰだ"と紹介しゆ

っくり待っていてくれと言い残して出て行った.この

エア･ホステスは巨大な渚リネシア美人である.花模

様のムｰムｰふうの制服を着て頭に熱帯の花をいっぱい

付けた帽子をかぶっている.身長185cm体重85kg

ぐらいか.この美人ヤケに愛想がいい.ニコニコし

て大股に歩み寄ると私Dr.C亘UJ0に腰をかがめてキス

してくれる.D･.C亘UJ0は押し潰されたら大変と身が

まえるが体がのけぞってしまう.我ながらみっとも粗

いと思う､しげしげ見るに肌は黒く眼は大きくて黒

眼がち口がまた大きくエクボカミ大きくアゴが張っ

ていて髪は縮れ肩胸腰すべてカミ大きい小さいも

のは一つもない.彼女スコッチの水割を作りながら

“ねえドクタｰ"と甘い声でいう.“何ですか"“私背

中の腰の上が痛いのヨ"と手で腰をさすってみせる.

“いけませんねどうしたんです"ねじったみたい昨

夜ベッドの中でマイ･ノ･スバンドカミこんな具合に押して

一"私は気づいた.彼女は私を医者と思っているの

だ.いっそのこと診てやろうかと思ってニャニヤして

いたら折悪しくSムwTELL氏がアタフタと部屋に飛込ん

できた.“どうした?何?背中が痛い?ドクタｰ

に見せたらきっと彼は岩石か鉱物をそこに見出すだろう.

何しろ彼は地質学者なんだから"“Oh!No!"

翌日このラロトンガから更に飛行機で北のAitutaとiと

いう環礁の高に行った.パイロット共8人乗りの飛行

機で自動車に翼を付けたみたいであり雲の闇を飛ぶと

下腹がくすぐられる感じだった.このAitutakiの飛

行場に調査班の人達が出迎えてくれた.そして船に乗

る.船はAcheron(アｰキュロン)号という.85ト

ンニュｰジｰランド籍で船関係5名調査関係5名

の計10人の世帯.

調査機器はRaytheon杜の7舶zのEchoSomder

2基のウインチドレッジピストン･コアラ海底カ

メラフリｰフォｰル採泥器ネット･ドレッジなどで

ある.

調査責任者はCcoP/sOPACの技術事務局に所属

する技術専門家JamesEムDE氏である.彼はニュｰ

ジｰランドのNZOI(NewZea1andOceanographic

InStitute)から派遣された地質学者である.

ほかに専門家は私だけ.テクニシャンは3人乗ってい

てクック講､島のDepartmentofLandanaSurvey(国

土調査部)所属の人々である.

この目から約40日間の船上の生活が始まった.

§海の上で

85トンの船で南太平洋を調査することはかなりタフな

体力と精神力が要る.私は白嶺丸1,820トンで調査す

ることカミ多いのでかなりシケても翌日凪げば元に戻っ

た.しかし85トンの船では常に揺れ続けた､白嶺丸

以前にはずいぶん小さい頼りない船で調査したものであ

るが当時は調査所の仕事が内湾や沿岸に限られていた

第2図ラロトンガ港のアｰキュロン号.

乗組員5人科学者5人

ニュｰジｰランド籍の調査船で85トン

第3図音響測深縫の送受波器で周波数は7kHzでレイ

セオン社製バナナババイヤオレンジ拒とと一

緒に積んであるのが南太平洋らしい.�
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ので夜は港に戻り旅館に泊ったし大シケなら仕事をや

めて記録の整理をした.しかし広大な南太平洋の調査

ではそん柱わけにゆか住い.南緯20｡近くの亜熱帯の

海は案外荒い天気カミ続いた.ただ寒いということはな

かった.

毎日8時間のワッチのほかにドレッジの記録や予定

点の打合せ成果のリストの整理などが主な仕事である｡

半月ぐらいたつと次第に体が疲れまた毎日続く“洋

食"にも飽きてきた.食事はいつも旨いと思うにも拘

らずタマにはミソ汁やソバカミ出ないかと思った.

シケて非番の時にはイスに体をささえながら｢揺れな

い船｣を考えた.航空母艦は揺れない方がいい.昔

は大きなジャイロを廻して水平を保ったという･今は

水中に翼を出してこれを動かして揺れないようにする｡

アンチロｰリング･タンクといって水槽を宥舷と左舷に

つけ船の動揺を水の移動で打消す方法もあるという.

しかしマイクロ･コンピュｰタの発達した現在ではこん

な機械的な方法よりも揺れる加速度や波の周期から水中

翼をバタバタやった方がよいと思う･そして船のモｰ

メｰントや加速度で運動方程式を立てたりしたが決って

緒論に達昔ずに面倒になって止めた.海の穏かな目は

考えることを忘れていた.

船ぽやがてトンガの主都ヌクア回ファに入港した.

火山島ではないから平たい.島には驚くほど背の高い

ヤシがあって望遠鏡で見ると煙突みたいだった.この

国は南太平洋の国々の中では最も独立性が強く伝統を重

んずる保守的な国である.Friend1yIs1anasの別名の

如く陽気で人なつこい人々だ.体は男も女も堂々とし

でおり'特に国王のツポｰ四世は巨漢として知られてい

る.親日家で来日の節に日本の皇室は特大の椅子を

わざわざ作ったほどだ.男は中年になると腹が出てく

るが筋肉と力は一向に衰えないという.ここで会った

国連の医師WANGさんは“この国は貧しいがアフリカ

のビアフラみたい狂ことは決して起こらないだろう"と

言い食物や風土病の話をしてくれた｡

街には官庁の建物と商店が目抜き通りの両側に並び

たくさんの商品を並べているが街の裏はすぐに静かな

住宅地が広がっていた.タクシｰにはオｰトバイの前

に四角い箱を付けたものがある.車はバスもタクシｰ

も陽よけがありどれにもガラス窓が狂い.島の両端

が40kmぐらいだから急いで走る必要もない.

街でよく見かける遊びは玉突きだ.多くの男が群れ

て10コぐらいの玉を台の端にあるポケットに落し込む遊

びに熱中している.昼間から遊んでいるこの連中の定

職は何かと思い校がら窓から覗いていたら人柱っこい

トンガ人に語し掛けられ逆に私の職業を訊ねられた･

主都Nukua1ofaのあるTongatapu島の地表は石灰

岩である.Tongatapu島の南東の'Eua島では始新

世の石灰岩が火山堆積物の基盤の上にあることが知られ

ておりそれとの層序の関係を調べるためにTongatapu

でも東西5た皿距てて約1,700mのボｰリングが2本打

たれた(Tonga-She11.1972による).

これによると150mまでが鮮新一更新世の礁石灰岩で

ある.この下に不整合があって火山性の堆積岩カミ続い

ている.その堆積環境は陸棚の外縁からもっと深い所

を示す岩相で時代は下部鮮新世から始まり孔底では

第4図音響測深器の記録器でEPC社製

灘義養護

第5図ウインチの前でグリｰスポンプを使う機関長�
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下部中新世の上部に到る.

トンガは鉱物資源の少たい国たので鉱物特に石油に

辞する期待は大きいようだ.

ある夜トンガの政府から調査団全員招待されたことが

ある.招待状には何とフォｰマルなスｰツを着て来い

と書いてある.この常夏の国(といっても季節はある

が)ではおよそ上衣と靴を見たことがない.ニュｰ

ジｰランド出身のJamesEADEに訊ねると彼は上衣を持

ってないから長袖のシャツだという､私は上衣を持っ

てはいたが旅の気安さで上衣なしで出掛けた.ところ

が会場に行くと皇太子や閣僚は立派な服を着靴を履

いているのに口乞驚して上衣を取りに船に戻ったものであ

る.トンガやフィジｰなど南太平洋の正装ではワイ

シャツネクタイセビロは日本と同じだが下はスカ

ｰトに柱る.トンガではその上にタワラという腰みの

を巻く.これは藤で編んだもので畏さ30-40cmであ

る.発音が俵と同じで憶えやすい.

レセプションに続いてボｰル(舞踏会)になった.

ここには国の上流階級の男女が着飾って飲んだり踊った

りしている.ここで全く果れ返った服装があった.

その若い美女は肩に大きな白い毛のストｰルを巻いてい

る.その毛足は5c㎜もあり首の上までフカフカと暖

かそうだ.まるで北国の夜会である.エスキモｰの

家に電気冷蔵庫を見たような気分でホｰノレの窓の外を

見るとヤシの梢に星が輝いていた.頭カミおかしいのは

私があの女がそれともトンガか.私は酔いの廻ってき

た頭でぼんやり考え続ける.

このボｰルはDate}ineHOtel(目付変更線ホテル)と

いう国営ホテルで行われた.ホテルg宣伝文句は｢目

はここから始まる｣とある.旨い文句だトンガは西

径173附近の西半球なのだが時間帯だけは目付変更線を

子午線からねじ瞳げて東半球に入れてあるので地球上

で最も新しい時間を示すことになる.私のような戦中

派はぼんやりミッドウエｰの海戦を思い出していた.

目付変更線をはさんで行われたこの海戦では飛行機が

今日から明目に行ったり作目に戻ったりして戦闘した

という……."Doct0τ･･…･"と隣の人1こ呼びかげられ

て気づくと･斜め後ろに色の黒い男が立っている.愛

想のいい現地人で｢ヨロシクオネガイジマス｣と割合上

手な日本語で言った.日本で力士の修業をした｢梛子

の島｣という男だという.トンガ人の申では特別大き

いという程ではないしハワイ出身の高見山には程遠い.

しかし筋肉の盛上った感じはさすがであり三つ編に下

げた髪カミ可愛らしかった.

§S五(国際単位系)について

船内でワッチの合間にニュｰジｰランドのアトラスを

見た.部厚い本に色刷りの図面や航空写真がたくさん

入っている.私は日本と比較する.人口2,800,000

人で日本の1/40面積は664,000長m2で日本の1.8倍従

って人口密度は4.2人/k㎜2で日本の1/70といった工合

である.このアトラスで感心したのは単位系をS工に

統一していることだ.SIとは国際単位系のことで

Syste1nintemationa1d'mitるsの略である.1960年

の国際度量衡総会でその使用を世界申に勧告されてい

る.冒本では1974年にその使用を通産大臣が決め現

在JISはすべてS工を使っている.

SIはMKSA法(meter-ki1og澗㎜･secon山ampere)

を発展したものであるから日本人はSIへの切換克にさ

して不便を感じないしその分だけ関心も乏しい.し

かしyard叩Ound法の普及した欧来諸国ではかなり大き

第6図トンガの主都ヌクアロファの中央通り左は郵便局右の車は

オｰトバイの前にリヤカｰ状のものをつけたタクシｰ

蝋㈱､燃鱗灘繋慧灘｡.､｡.｣,一､'鱗.

第7図トンガタプ島南の珊瑚礁.日本の山地の間にある｢困毎の月｣

のように小さく分れ水をたたえている.大波が打寄せると

潮が噴水のよ引ζ吹き上げるブロｰホｰノレという.�
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校決意と出費を伴う切換えに違いない.SIへの切換え

に最も熱心なのは英国系の国友である.英国は1965年

にSIの導入を決め1975年に切換えた.英国系のニュ

ｰジｰランドオｰストラリアカナダフィジｰなど

もこれにたらっている.英国は元来10進法で狂い厄介

な単位が多かった.お金は1ポンドが20シリングで1

シリングカミ12ペンス.重さは1ポンドが16オンスで1

オンスが16ドラクム.長さは1マイルが1,760ヤｰド

で1ヤｰドが3フィｰト1フィｰトが12インチである.

私は育英国の地図で1/63,360という奇妙な尺度をみて驚

いたがこれは1マイルを1インチにする尺度だった.

英国がこの面倒な単位を10進法を主体とするSIに統一

しようと考えたのは科学技術の国際性や商工業におけ

る先進性のためにもよい決断であった.

アトラスの重力の項ではその単位にN/kg(ニュｰト

ン/キログラム)を使っている.重力は加速度なので

m/s2でも同じである.cGs系(centimeter-9ra阯

secOna)では加速度の単位はga1(ガル)=cm/s2であ

り1029a1=102cm/s2=m/s2=N/kgであって2ケタず

れる.地磁気の項はT(テスラ)を単位にしている.

CGSでは9amma=10-5gaussを単位に表わしnT(ナ

ノテスラ)=9ammaの関係である.

そのほかエネルギｰの項ではJ(ジュｰル)が単位に

柱っている.石炭のエネルギｰを｡a1(カロリｰ)で

表わしたり電力をだW･h(キロワット時)で表わす過

去の表示法を敢然として捨去り〕Ou1eに統一したのは見

事だった.

海外に旅行した技術者や科学者は誰しも単位系の違い

に困ったことが多いと思う.“我が杜の製品は実に

3,000pomdpersquareinchめ圧力で働く"と自慢

されてもそれが210しg/c㎜2の圧力と暗算が終るまでは

感心してもいられない.“今日は寒いね30度だ"これ

が華氏だから実感が出ない.世界中の単位が統一され

たらどんなに便利だろうと思うのは講じものことである.

しかし一方で自分の憶克ている単位を取換えると言わ

れたときには暗たんたる思いがするだろう.単位は元

来数量的思考の基礎に浸み込んでいる.尺貫法の物差

を一生懸命に売った永六輔氏ならずともそんなことは分

っている.極言すれば単位が社会の中で完全に代る速

さは世代の交替する速さであろう.

米国も1983年にはSIに切換えるという.自動車一

つ取上げても大変なことである.速度計やハイウエｰ

の表示がmi1e/hからヒm/hヘガソリン･タンクやガ

ス･スタンドがガロンから皿ヘタイヤ圧力はポンド･

パｰ'スケア･インチ(PSI)からPa(パスカル)へ

エンジンの温度カボFかポCへ車の大きさがフイｰト

からメｰトルヘエンジンの仕事率カミ馬力からW(ワッ

ト)へ排気量が㎝bicinchから且へ……これがユｰ

ザｰで柾くメｰカｰになるとその努力は何倍にも注り溜

息が出るばかりだろう.

日本のようにSIに近いMKSA法を使って来た国は

このSIへの統一を喜ぶべきである.日本が世界中に

その商品を売りまくって経済大国になって来たことを考

えると単位系の統一は日本の工業製品の国際性を高める.

SIの基礎にある考えの一つは10進法の採用である･

角度や時間のように3の倍数でないと不便な量は例外的

に36びとか24時間という量が認められる.日本には非

10進法の計量は少ない.徳川時代に金は4進法だった

1両カミ4分で1分が4朱だった.このような例は少な

い.10進法の起源は｢指が10本｣に由来する.だか

ら非10進法の方が思考能力として高度なのだろう.電

算機的論理性からすれば8進法や12進法の方が便利なの

かもしれないが今更如何ともしがたい.せめて指が

7本でなかったことを神に感謝しよう.7のような倍

数の少ない数による7進法の不便さはいうまでも狂いの

だから.SIへの切換えで日本は極めて切換えが少ない

ためにSIの名さえ知らない人が多い.しかし日本も

過去において単位の統一にはそれなりの努力はあったと

思う.尺貫法は1959年に廃止されたが肉を4009(100

匁=3759)単位に価格表示したり牛乳ビンが1.8dZ(1

合=1.8aZ)だったり酒を1.8Zビン(1升=1.8Z)で売

る習慣にみられる.

地学関係の単位をSIに統一することは容易では狂い

が努力して実行してゆくべきである.

§トンガにて

トンガは典型的な島弧系をなしている.島弧の東は

トンガ海溝で最深部は10,800mを越え世界でもマリア

ナ海溝に次いで深い.これに並行して内帯側にトンガ

リッジがあり海溝との距離は75-85マイルある.

この島弧は始新世の非火山性のものでトンガの主要部

であるトンガタプ島やハッパイ群島ババウ群島はこの

リッジに点在する.島弧の西はトフア舟状海盆で平均

水深は1,500mぐらい.トフア･リッジ〃)賄雛は10

-15マイノレぐらい.更に西に1一プア･リッジがある.

これはトフア島を始めすべて活火山である.トンガ･

リッジからは約20-30マイル距っている･

この島弧系すなわちトンガ海溝一トンガ･リッジｰト

フア舟状海盆一トフア･リッジの系列は東北目本弧と

比較するならば日本海溝一北上･阿武隈山地一北上･�
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阿武隈低地帯一奥羽山脈に相当するだろう.日本海溝

と北上･阿武隈山地は約120マイル距って遠いし地

質は古生界で蓬かに古い.トフア･リッジの酉はラウ

海盆ラウ･リッジになる.これら島弧系を対比する

のは興味深い.しかし弱い実証の上で類推だけ進める

と焔し穴に落る.トンガのために気の毒に思ったのは

東北日本の低地帯が交通や産業の重要な地帯になり同

じようにチリ弧系のサンチャゴを通る中央低地(アンデ

ス山脈と海岸山脈の間)が農業や交通の要衝になってい

るのにここトフア･トラフは平均1,500血の海の底に

在っていることだ.

トフア･リッジの近傍でドレッジを何回も行った.

火山岩が非常に多い.トフア島は船からみると円錐台

の形をして中央から白い煙を磨かせていた.円錐台

の内側は丸い火口湖があるはずである.

トンガ島列の北端にVa'vauGroup(ババウ群島)と

いう所がある.ここのババウ島を海図で見たときの私

の驚きは今も新鮮に蘇る.その島はおよそ日本の地学

者の島という概念にない珍妙たものである.入り組ん

だ湾奇妙な形の珊瑚礁島の中にどうしてできたか小

さな湖.海図で見る限りそれはディズニｰランドの冒

険の国の人工島か少年マガジンの宝島の絵図面みたい

だった.船が奥深い入江を進んでゆく間私は双眼鏡で

景色を見続けた.その景色は地図程には珍妙でなかっ

たが切立った崖や白い砂浜が印象に残った.

この島にはナイエフという港カミ唯一の町で南太平洋を

第8図パイプトレッジを扱うトンガの技術者堂々とした体格

で髪は赤く縮れている.

航海するヨットの寄港地の一つである.15隻ぐらいの

ヨットカミ筋っていた.アメリカのものが多くニュｰ

ジｰランドカナダもあり西ドイツも2隻いる.大

西洋廻りか印度洋廻りで直行しても4ヵ月かかるだろう.

クック島のラロトンガ港で見たヨットにも再会した.

やせた老人と肥って無表情な若い女が乗っている.父

娘か夫婦かという疑問を更めて抱いた.日本のヨット

もあって“Apri14世''という名だ.4月バカの3冒

遅れみたいな変な名だ.私の乗るAcheron号85トン

でも相当揺れ夜睡るときは手足を大の字に開いてない

とベッドを転がるからあのヨットでシケたらさぞや大変

なことだろう.私の船の舷側にサンジェゴ(南カリボ

ノレニア)のヨットが着いたことがある.若い夫婦と男

の児2人だった.子供に“学校は休暇をとったのか"

と聞いたら無口な子はしばらくして“私の母は先生だ"

と答えた.南太平洋の調査の中で私は個人としても民

族としても多くの“生き方"を見た.それは広い海を

基礎にした大らかな生き方だった.その一つにこの

OCeanCruiSeをするヨットブンがある.お金と服もさ

ることながら自然への理解と愛情と強い忍耐力が要る

生き方である.

§南太平洋における日本

南太平洋における日本の工業製品の進出はすさまじい.

どの国でもmadeinJapanの山である.私はクック

諸島トンガフィジｰパプア･ニュｰギニアオｰ

ストラリアニュｰジｰランドの6ヵ国に行った.

第9図トフア･リッジで行っだドレヅジでは大き潅火山岩が

とれる.サンゴやウニも付着している.�
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オｰストラリアが最も日本製品の少い所だと思う･品

物としては自動車カメラ電子機器時計などが多い.

私ほしばしぱ“日本のどこから来た?"とたづねられ

た“川崎だ"と答えると“Oh,Kawasaki!"というわ

けで誰でも知っている.川崎が公害で有名に溶ったわ

けではない.(公害で四目市と川崎を憶えていた知目

家に一人だけ会った)モｰタｰ･バイクで有名なのだ.

重工業や製鉄･造船･航空機で有名な川崎は人名であっ

て地名ではない.しかしとにかくホンダカワサキ

スズキは誰もが知っている.南の島はモｰタｰ･バイ

クの利用度が多い.青年はそれらを持つことに憧れて

いた.それを買うには申込んで数ヵ月待たされるとい

う.バイクは日本製以外を探すのに苦労した･カメ

ラもほとんど日本製である.自動車も多い.シドニ

ｰは日本の車が多いがそれでも4割は丁杜N1社M社

製である.バスフォｰクリフドブノレドｰザクレ

ｰン車にも多い.

音響器機も多い.国際線の飛行機の乗客の何割かは

トｰシバやナショナルのボｰル箱を下げている･日本

人が高級スコッチやブランデｰを下げているのと似てい

る.ホテルの会合で見る楽団の演奏はヤマノ･の楽器が

多い.

私の乗った船の人は皆ニュｰジｰランドの人で日本

の船員と同じく機械にこる人カミ多い.話してみると自

動車時計ラジカセカメラ電卓ほとんど日本製

であり船長は話しながら高価なA杜のカメラ4台を無

雑作に引き出しから引っぱり出したのには驚いた.こ

繊

第10図トンガの北部のババウ島ナイエフのヨットの泊地には日本の

ヨットも入うていた.Ap■i1姑という名だった.こん狂

小さなヨットでよくも南太平洋を渡ってきたものと感心する.

のようにして日本はその製品を集中豪雨のように(この

ことぱは誰が始めたか知らないが面白い表現だ)バラ撒

いたのである一金と引換えに一.だが日本が売るだけ

稼ぐだけでその土地のためには何もしないということ

は有名であり日本の将来を考えると寒女とした思いに

なる.

先進国が開発途上国から批判はあるにしても一応の信

頼と敬意を保っていられるのは先進国が金持だからで

はなく他国民への普遍的な愛情と文化の指導性があるか

どうかにかかっている.日本がその製品を売りまくれ

るのは技術レベルの高さと経済性が評価されるためだ

が文化レベルの高さが認められたわけではない｡日

本はもっと強く先進国としての地盤を築かねばならない.

日本が工業製品を売りまくったので日本円は上り続け

た私カミ旅行した2ヵ月の間に米ドルの円相場は270

円台から240円台に円高になった.しかし海外でのあ

の物凄い日本製品の氾濫を見れば円高も当然に思えてく

る.

だがrそれにしても｣と思う.日本が黒字べらしに

頭を痛めているというのに個人の住宅をオｰストラリア

やニュｰジｰランドに較べるとなんと貧弱なことだろう.

ニュｰジｰランドは南太平洋の先進国であり日本と

の類似性と相異点を考えるのは興味深い.14世紀にポ

リネシア人がたくさん移住してマオリと呼ばれ現在は

22万人で人口の8%である.オランダ人のタスマンが

1642年に発見した.さらに1769年に英国人クック船長

Ja皿esC00Kが来て以降大量のヨｰロッパ人の入植か始

まる.現在この国は南太平洋の調査に最も積魅的であ

る.その海洋研究所(NewZea1andOceanogr早Phic

Institute)はTANGAROA(ポリネシアの男性神で海

洋と精力の象徴であり大きい頭大きい眼と口小さい

体に大きいpennisが南太平洋的である)という調査船

を主力にして調査を続けている.南太平洋の｡cOP/

SOPACの調査にとの国が積極的なのは海洋国としての

熱意のほかにマオリ(ポリネシアン)と白人との共存

する国として南太平洋地域の発展に対する強い責任感

をもっているからであろう.1978年から始まるUNDP

資金によるSOPACの5ヵ年計画の中でもメンバｰ国8

ヵ国の中で最も強い実力と熱意をもっていてUNDP

資金の一部として年聞20万ドル弱を拠出する予定である･

トンガやクック諸島はいわゆるLLDC(後発開発途上

国)であり海洋調査に関してはかなり即物的な要求が

強い.海底の砂利や砂を開発したり石油を探鉱した

りマンガン団塊を調べたり貴珊瑚を調査したりする�
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ことを要望している.サンゴに関してはIOCから｢海

洋資源には違い低いが鉱物資源では粗い｣と言われもし

た.先進諸国の海洋調査の目標は海溝の形成過程と

か太平洋プレｰトとオｰストラリアプレｰトの境界と

いった割に包括的で次元の高いものなのでその調整が

常に議論になる.これはSOPACに限らず開発途上国

の援助の一般的問題かもしれない.

フィジｰ一は南太平洋では割合に進んでいるし人口も多

く豊かである.古くから金鉱が生産されており現在

政府がスバの酉でホｰフィリカッパ鉱床を開発している.

英国を宗主国とする国は概して地質調査所が整備されて

いてここでもMinera1Resou工｡esDivision(数年前

Geo1ogica1Surveyof恥iが組織換えした)が地質調査

に当っている.所長は若い地球物理学者R0㎜RIc亘一

皿0ND(ハワイ大学出身)であり原地人である.南太

平洋講国で原地人の所長はフィジｰのみでありその水

準の高さカミしのぱれよう.現在長さ20mの地質調査船

(外国では船の大きさを長さでいう習慣がありこの船

は80トン)を建造中でありフィジｰ･プラトｰなどの

調査を行うという.またビチレビ島に地震計の観測網

を作る計画も米国の援助で進んでいる.これは島の7

ヵ所で観測した地震動をテレメｰタでスバの地質調査所

に集中し記録する方式である.このように意欲的に調

査を進めている.バヌア･レブ島の観測網の整備につ

いては日本の援助を要望している.

オｰストラリアは南太平洋と印度洋に面する大国であ

る.しかしどういうわけか海洋調査は立遅れている.

地質調査への努力はあの広大な陸に向けられているので

あろうか.

ニュｰ･カレドニアはフランス領である.ここには

世界第2の巨大なニッケル鉱床があるので元来地質と関

係の深い島である.その主席ヌｰメアにはORSTOM

と略称する海洋研究所があって珊瑚海や南フィジｰ海

盆など周辺海域の調査を積極的に進めている.

米国はハワイ大学とスクリプス研究所が南太平洋に近

いのでよく調査をしている.またDSDP(D込epSea

Dri11ingProject)計画による成果は地質の解明に非常に

役立っている.一これは南太平洋に限ったことでは

ないが一米国の地質調査船がこの海域では灘を抜いて

多くその活躍状況を日本と較べると溜息が出てくる.

英国は南太平洋に旧植民地を多く持っていた関係で今

も多くの研究者をフィジｰソロモンパプア･ニュｰ

ギニアニュｰヘブリデスなどに派遣している.地質

調査船こそ出していないがその海洋地質に対する貢献

はかなり基礎的な面で多い.

こうして先進講国の中では西独カナダなどを除けば

南太平洋の調査にかなり継続的に努力をそそいでいる.

それにくらべて日本は散発的な調査はあるが(例えば南

雲昭三郎元所員のフィジｰ･プラトｰにおける海底地震

計による調査のような先駆的なものもある)継続的な

ものや国際協力的なものはない.先進国による調査は

ときに地元の評価よりも先進国群の中の評価の方が確実

でかつ有意義でありそれが更めて地元の評価を生むこ

とがある.地球上で次第に減ってきた未開発の分野で

南太平洋は今後注目さるべきフィｰルドになるであろう.

CCOP/EAは設立されて10数年を経て今ではその調

査の意義は初期のものとかなり異ってきてしまった.

同じように｡COP/soPAcもその重要性は5ヵ年計画

が発足する現在に重要さがあり日本も力を併せて協力

すべきであろう.

赤道直下の島にナウルという国がある.人口7,000

人で三宅島より小さいが南太平洋で最も豊かであり国

民1人当りの収入は経済大国で物価高の国日本の2倍

もある.この島は燐鉱石が採れるのだ.この鉱床は

グアノと呼ばれる鳥の糞でできた陸成のもので石灰石

の上に10-20mも固まり島を蔽っている.だから豊か

でありいろいろの事業に手を出して外国に投資している

という.ナウル航空という航空合杜もあって南太平洋

を飛廻り週一便とはいえ鹿児島にも来ている.しか

し燐鉱石はあと20年で掘り尽す.売るものが無くなっ

たらどうなるのか?島民は金を持って島を捨去るだろ

うか?

工業生産はもとより農業･漁業のような一次産業でも

再生産はできる.再生産のできない鉱業の無気味さを

これほど象徴的に表わした島はない.似たことは砂漠

と石油のアラブにも言えるかもしれないが.ナウルの

ばあい小さい轟という限られた空間の条件がある.地

球を宇宙に浮ぶケシの粒のような島と考えたら時間と空

間のスケｰルこそ違へ内容は似ている.再生産のでき

ない資源に関しては一戦時中に育った私は特に感ず

るのかもしれないが一お金だけ出しても買えないよう

な事態が来るかもしれない.せめてもの気休めはナウ

ルもアラブも地球そのものも資源の開発以前から人間が

生きていたということだ.�
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§フィジｰにて

約40目の航海を終えてフィジｰの主都スバの港にアキ

ュロン号は入る.ソ連の旅客船シャリアピンという一

見5万トンぐらいの船が悠然と入港するところだった.

雑用を済ませてホテノレに入ると2目半睡り続けた.

2目めは深くは睡ら狂かったが起きる気はなかった.

揺れ注いベッドカミ薬だと思うのは年令のせいだろうか.

航海中の楽しかったり苦しかったりしたことがふつふっ

と泡沫のように結んでは消え状袋みたいなベッドで寝

返りした.

フィジｰはVitiLevuビチレブとVamaLevuとい

う2つの大きな島で成立つ.ビチレブがなまってフィ

ジｰになったという.ビチレブは東西150km南北100

kmぐらいの長円形である.フィジｰ全体の面積が四

国ぐらいだろうか.LauRidgeの北西端にありこの

地域はフィジｰプラットフォｰムと呼ばれる.そして

このプラットフォｰムはフィジｰプラトｰの東にある.

フィジｰプラトｰは太平洋プレｰトとオｰストラリアプ

レｰトにはさまれた奇妙な所で島には花商岩の露頭もあ

り海洋地殻ではない.プラトｰの東はトンガ島弧系

に連なり太平洋プレｰトのサブダクションは西向きに

落ちている.西側はニュｰヘブリデス島弧系でそのサ

ブダクションは東向きに落ちている.共に地震が起る

がトンガが約700良mの深さまで震源があるのにニュ

ｰヘブリデスでは300kmまでしかない.しかも最近

の観測では約600kmぐらいの深さにも地震の起ること

が分ってきた.フィジｰプラトｰの北西にもビチャｰ

ジ海溝がある.以下JohnH蛆UN酬Jr.によるとこ

こには地震は起こら住いが後期中新世には活動していた

という.従ってビチャｰジ海溝の南側のフィジｰプラ

トｰに限れば熱流量が｡.88H.Fu(36.9mw/m2)で小

さい.しかしここ以外のフィジｰプラトｰでは

3.48Hf.u(146mW/m2)であり地球の平均の2倍以上

ある.ビチヤｰジ海溝の北は1.09H.Fuニュｰヘ

ブリデスの南はO.77H且U.でいずれも冷たい.この

ようにプラトｰの主要部が高熱流量なのはここで地殻の

生成が行われているためであり地磁気異常の縞模様で

もそれは裏付けられている.南緯20｡線に沿う海底の

拡大は11cm/yearと見積られている.

もっともこの量は根拠の異恋るデｰタを組合せている

ので絶対値として精度の高いものではないかもしれない

が傾向は正しいだろう.フィジｰプラトｰの中新世か

ら始まる地史は極めて複雑であり興味深いものである.

主都スバは20年前のホノルルみたいな感じだが国民

の半分を占める印度人がいかにも英国系の印象を残す.

ここのMineエa1ResourcesDiyisiOnは静かな郊外の丘

の上にある.そして｡coP/SOPACの技術事務局は

その一画を借りて仕事をしている.ポｰト･モレスビ

ｰでSOPACの会議が開かれる直前の事務局は印刷物

の山になり事務局員は電話の応対の合間にタイプライ

タｰを叩き続けていた.“慌しそうだね"というと

“Justapanic"と手を拡げ肩をすくめた.

パプアニュｰギニアのポｰト･モレスビｰでCCOP/

SOPACの第6回会議が開かれるのでこれに向った.

スバからナンディ(Nadiと書き現地ではNandiと発

音する)に出て国際線に乗換えシドニｰを経てポｰト

モレスビｰに行く正三角形の2辺を行く感じ｡だ.ポ

ｰトモレスビｰの10月は乾ききって青空も白く眩しく挨

っぽかった年2ヵ月の雨期が祖ければ岩石砂漠になる

第11図日曜の朝着飾って教会へゆくトンガの女性達.中央と

左の子供以外はタワラという腰みのを着けている.

一般の家の貧しさに似ず教会は立派である.そしてコ

ｰラスの美しさはすぱらしい.

第12図フィジｰの鉱業資源部(旧地質調査所)�
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だろう.マラリアから連想する高温多湿とは縁が遠い

風景だし事実収には一度もお目にかからなかった.

会期の終り頃の日曜目にバリラｰタという国立公園に

行った.ここは鮮新世のAstro1abe火山活動でできた

玄武岩の台地の上である.

ニュｰギニアは恐竜のような形をしておりその背骨を

なすのがスタンレｰ山脈である.白亜紀にオｰストラ

リア･プレｰトの北東側(太平洋側)に地向斜ができた.

そして暁新世から始新世にかけて造構運動が起り現在の

オｰエン･スタンレｰ山脈の骨組ができる.その内帯

側には更に堆積物がたまり漸新世から中新世にはこの

堆積層に斑れい岩など超塩基性岩の火山活動が起る.

これらの地層が陸化して侵食をうけたあとに前記のAs･

tro1abe火山活動が起ったのだ.日本の本州地向斜の

形成より時代は新しいが大筋は似ている.

地質の巡検を終え林の中で昼食をとったあと私は林

の中を散歩した.ここで私はある夫婦とすれ違った.

夫は白人で赤ん坊を背負い小川を石づたいに渡ってくる.

妻は手提げカバンを下げて後から来る.手をつないで

歩いている姿は平凡な夫婦の景色だ.だが驚いたこと

に妻は現地人で顔にイレズミをしていた.褐色の両頬

に太陽と陽光を図案化した蒼黒いイレズミだ.日本で

は顔にイレズミする習慣はないしましてや女はしない.

私はその夫婦の生き方をいろいろ想像してみた.日本

人は古墳時代までは部族ごとに顔にイレズミをしたとい

う説がある.イレズミにそんなに驚くことはないと

自分に言いきかせたが現実にそれを見たときの小さ

第13図フィジｰの首相官邸.植物園と続いていて背の高いヤシカ書立

並ぶ

なしかしいつまでも粘り着くよう恋驚きは長く続いた.

そういえばクック諸島の官房長官SAwTELL氏も原地人

と結婚していた.しかし日本人には少いケｰスのよう

だ･旅の中では自分の生き方を考え直す機会が多い.

ccOP/SOPACの会議はポｰト･モレスビｰで一週

間続いた.地球の上で次第に減って来た未開の海の一

つ南太平洋の開発をめぐって討議が繰返えされた.こ

れは佐藤良昭氏の別文を参照されたい.南太平洋は地

質的にも興味深いし国や民族としても面白く美しい所

だ･日本は大いに力をふるってここ南太平洋の調査

に乗出すべきだ'と思った.

第14図CCOP/SOPACの会議物

左上の飾りは極楽鳥でパプア･ニュｰギニアのシンボル�


